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はじめに 

• ICTは、震災からの復興、再生の実現、グリーンイノベーション、ライフイ
ノベーション等の社会の多様な課題解決に貢献する重要な共通基盤
的な技術として、一層、技術開発やイノベーションを強力に推進する必
要がある。 
 

• そこで、ICT共通基盤技術検討WG（ICT共通基盤技術検討懇談
会を含む）では、ICT共通基盤技術の検討と議論を進めている。 
 

• 本日はその概要を報告する。 
1. ICT技術の全体俯瞰について 
2. ICT技術の重点化（ICT共通基盤技術） 
3. ICT共通基盤技術の推進方策 



１．ICT技術の全体俯瞰 

ICT全体俯瞰図一部抜粋 

• ICTに関連する技術を網羅的に俯瞰するため、「伝送」、「蓄積」、「制御」、「品
質」、「変換・認識」、「表現」の６つの基本機能に分け、ICT全体俯瞰図として技
術領域を整理。 



２．ICT技術の重点化（ICT共通基盤技術）① 
• ICT全体俯瞰図で示した技術領域に対し、重点化評価を進めるため、「技術側の
視点からの評価軸（5軸）」と、「ニーズ側の貢献の視点からの評価軸（2軸）」
の、計7つの評価軸により、マトリックス整理。 

重点化整理表一部抜粋 

【技術側の視点からの評価軸】 
①革新性、②基盤性、③実現性、④国際競争力評価
法先の妥当性、⑤官民の役割分担連携の妥当性 

【ニーズ側の貢献の視点からの評価軸】 
⑥社会的課題解決への貢献度、⑦イノベー
ション実現に向けた課題の明確化 

技術領域 



２．ICT技術の重点化（ICT共通基盤技術）② 

2020年に向けた課題解決へ貢献するICT技術 

• さらに、前ページのマトリックス整理結果に対し、ICT技術それぞれについて、課題解
決へ貢献しうる領域ごとに取りまとめ、複数の領域に広く貢献することが期待される
技術を、「ICTの最も基盤となる共通的技術」として整理。 



３．ICT共通基盤技術の推進方策 

① 多種・多様なデータの生成・蓄積と、そのデータの流通を支えるシステムを構成する技術 
② 多種・多様な情報から、知識・ノウハウを抽出し利活用するための技術 
③ 大量のデータや様々なシステムが複雑に関わりあう際の、データ間及びシステム間の連携を支える技術 
④ 長期的に我が国が維持しなければならないICT技術 

① 異業種、異分野融合及び戦略的国際連携の促進と新たな取組の発掘 
② ICT（シーズ側）と課題解決（ニーズ側）を繋ぐ人材育成及び、シーズ側とニーズ側一体となったプロ

ジェクトの推進 
③ データセントリックによるアプローチにより新たな視点・価値を創造する 

① 研究開発から社会実装までをトータルに取り組む体制の強化、PDCAの着実な実施 
② データのオープン化と再利用可能なフォーマットなどの環境整備 
③ 社会における合意形成の推進 
④ グローバルマーケットを想定した取組の強化 
⑤ 大学と産業界の連携の強化 

研究開発テーマ 

研究開発を進める際の手法 

社会実装の手法 

• ICT共通基盤技術をどのような方策で推進するかが肝要。 
• ICT共通基盤技術の推進方策は、 ICT共通基盤技術検討WG（懇談会を含
む）での議論において、以下の３項目が重要であると整理。 



おわりに 

• これまでの検討/議論において、ICT共通基盤技術とその推進方策の
考え方を整理。 
 

• 今後は、周辺環境や技術情報のアップデートを図りながら、重点化項
目と推進方策を適宜見直し、PDCAサイクルを回していく。 
 

• さらに、ICTの研究開発を施策内容、研究開発する技術のフェーズ等
に応じて、どのように取り組むべきかの検討や、研究開発成果のいっそう
の活用に向けた検討を進める予定。 
 

【参考】本スライドにて抜粋した本編資料 
    「ICT共通基盤技術の検討について（平成25年3月27日）」 
    http://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/innovation/ict/index.html 
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